






掲 示 板

基研研究部見会議議題募集

2月下旬に基研の研究部員会議が開かれる予定ですa 議艶がございまし.たら

提案趣旨をそえて 1月末 日必着で下記にお知 らせ下さいO

研 究 部 員 会 議 議 責 団

昭和 45年度基研研究計画･アトム型研究員募集

京者f大学基礎物理学研究所

所 長 湯 川 秀 樹

腫和 4-5年度前期の基研研究計画及びア トム塾 研 究員を下記のように募集致

しますO従来の長期 一短期 ･モレキュ-JV型研究計画のサトに,形式 ･内容典に

新 しい勧究計画の応募 も歓迎致 します｡叉,ア トム塾研究員は,大学院生を含

む研究者 を対象 とし,個人が当研究所に漏在 して研究を続けていただ くもので

す O 多 くの方がア トム型研究員 として基研で研究さ-れることを希望します .

記

1. 応募必要事項 (適 当を用紙に御i記入下さい｡)

A.研究計画

従来 ,長期研究計画

(あるテ-マについて数 ヶ月か ら1年にわた って連絡をとりつつ研

究を行な うもので,普通年 1- 2回研究会を行夜ってい′る.)

短期研努計画

(あるテ-マについて数 日間研究会を行なう｡)
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鞄示板 二つ .･.:ふ ･_,.Il一

モVキューJV塾研究計画

(数人が随時連絡をとりつつ研究を行恋うO)

等の研究計画が出されてhますが,これ.らにとらわれをい新しい型の研

究計画の応募 も歓迎致 します｡

.抑 研究 テーマとその内容 (内容については主旨及び問題点を明確に書い

て下さh o )

画 世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげて ください O その中
＼

の一人を連絡者住着 として指定してください0 2月下旬の基新研究部員

会議で提案の説明をしていたたきますので,提案説明者をきめて くださ

い.基新研究部員が参加者にいる歩合はなるべ く研究部員が挺粂説明を

して くださることを希望致します｡

画 研究会及びその他の会合の開催希望時期

(I) 衝突会及びその他の会合に参加する研 究者の予定数

佃 旅費及び校資の必要額 (項目別に明記 して下さい.)

-B｡ア トム塾研究員

昭和 45年度まで設けておりました大学院博士採種修了及び修了見込み
の方を対象 とする奨学生的ア トム塾研究員の枠は今回 も昨年15'j様設けない

ことになりました ｡

尚,ア トム塾研究員は従来 1月末 ,5月末の年 2回募集しておりました

が,45年度は9月末にも募集致 します｡

抑J所巌 ･身分及び連絡先

(ロ) 研究計画

(計画の内容 ･基所に来る目的をなるべ く具体的に私記入下さい.)

再 滞在希望時期及ひ期間

滞在期間は原則 として 1ケ月～ 1年としますが ,場合によっては2

週間程度で も鮭榛です｡応募者が一時期に穀到し,基研の収容能力をこ

える場合は,一部時期の変更をお敵いするとともあ りますo (昭和44

年度の利用者は滞在 1ケ月 15人 , 40日5人,2ケ月 9人でした｡)

国 場合によっては,あとで複歴書 ･論文 リス ト夜どの提出をお願いする
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掲示板 ･人のうこき

ことがあります｡

2. 〆切:1970年 1月 51日 (必着)

5. 選考棟触及び時期

基藤物理学研究所研究部員会議及び運営参員会

1970年 2月下旬の予定

4. 宛先 :京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物軍学研究所 共同利用事務室

尚 ,封商の泰に研究計画叉はア トム型研究員応募 と明記して下さい｡

人 の う こ き

o McWeeny教授が 11-12月北大鞍学部化学第 2学科に満在したO

t

L

l
L-
r
lU

0 12月 10日同氏の講演会

The SpinHamiltorlian forTr,-iriSiもionMletal工ons

l‡].CrystalFlelds

を北大理学部において物鍵学会遠支部の主催により開催 したO

プ レプ リン ト案内

〔東大 ･久保研〕

o Spill-WaveDamping andHydrodynamics ln もhe冒eisenberg

Antiferromagnet (A.B.Harris and D.Kumar)

o Frequ･ency Depend_ence of theEnhanced Diamagnetism above
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プレプリント案内

theSuperconducもingTransitionPoint (MasaoKoyanagi

and ToshioTsu乙uki)

a plasmon 苫ⅩCitationbyElectron Tunneling (C･.B.Duke)

o Neutron 工nelasticScattering Study ofSoft Modes

(G.Sbirane)

o Magnetic-Field 工)ependenceoftheLocal亙;lectronic

Structure in もheGround State of the a-d互:XchangeSyBterrl

andMagneもoresis七anceat OoK (Hirouml=shii)

o S上a+uisticalMechanics of the Fir]iteHeisenbergMc)del.LZ

(ch土kaoKaWabata)

o OpticalAbsorption inDegenerate SemlCOnductors

(J.rJaVOret,I.Nozieres,B.Rouleも andM.Combeseot)

cNeutron Scatterir]g=nyestigatioI]OfPhaseTransiLtionsand

Magnetic Correlations in the Two-Dimensional

Anもiferromagnets:K2NiF4,rlb2Mr]'F4IRb2F･eFl･4

(R.J.手irgeneau)

aMagnorlS atLow andHigh Temperatures in thePlanar

Aritiferromagnet K牙NIF4 (J･Skaly｡,Jr･and G･Shlrane)

C =nelastic Neutron Scattering =nvesもlgation ofSplr]Waves

andMagneticJtnもera･｡tions in Cr205 (E･J･Samuelsen,

M.T.狛｣tchirl_gS,and G.Shirane)

oTheory､C)f theCrystalStructures ofTransitionMetals

(I,.G.Pettifor)

c Exact Solutions of王弓oltz･mannlsEquation forCombinedI

Electron-Electron,Electron-Impurity Scattering

(A.J.f3enne吊 andM.∫.Rice)

c Criteria forFerromagneもism inDe_TISeNeutron Fermi

Liquids- Neutron Stars (S.D.Silversteln)

C =Solated andAdiabatic Susceptibilities

(G.Sauermann) iコ
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プレプリン ト寮内
/J

c A Note on theDamping Constant of a CollectiveMode in

theHydrodynamicRegime (K.Tani)

o TheElectricalConductivity ofNeutron Starhdatter

(G.Baym,C.Pethick,and r･.･Pines)

oTheoretical PhysicsDivision Progress黒epc)rt

(U.K.Atorr'ic貰ミnergy Authority]∃esearoh Group)

(A.育.Lidiard,ed.)

c Transport Theory in Cla,qsical Fluids (∫.P.ョoon)

o TheRole of Fluctuations in 工)ata Processing:A Physical

scienceBasis for Epistemology (fi.Land.auer)

o statistical Mechanics of もhe FiniteHeisenbergMode-1.Ⅱ工.

(C.Kawabata)

o PhaseTram-S土tions and Magnetic Correlations in

Two-Dlme‡1SionalAntifer'r.Omagnets

(fi.J.Birgeneau,J.Skalyo,Jr.and G.Ehira_ne)

C 互;ffect of=mpurity Configurations on Critical Temperature

of'Ree,七angularLsing System (T.OsaWa a,nd F.Takano)

c NonlinearrLiainagnetism due もo theFluctuation Super-

corlductivity (T.Tsuzukiand M.Koyanagi)

c Spin Correlation Functionsaも hTighTemperatures

(班.BIumeand J.Hubbard)

〔日大 ･理工〕

c MatheLmaticalrleSCLripもion ofEquilibrium StateofClassical

SysもemsP'ased on the C∂nonicalFormalism

(N.N.ちogoliubov,B.rl.Khatset and-13.寸a.petrina)

a TheHypersphericalFormalis笹 aMethod for Solving the

Many FJOdyProblem (M'ichelFarbre deL1aRipelle)

c Equation of State for もheFerromagneticCrystal

(H.Konwent analN.班.Plakida)
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プVプ1)ン ト案内

a To theTheory ofFerromagneticCrystalwith Two Spins on

the Site (L.A.Maksimov and A∴L.Kuzemsky)

c Electronic耳ⅩCitatior).s and LatticeVーibra.tiops in Molecular

Crystals (A･S･Dチvydov)

o Non-Linear-TJrift =nstabilities in Turbulent Plasma

(E.N.Krivorutsky,Ⅴ.G.Makhan-kov and V.N.Tsytovich)

〔東大 ･教養〕

c The Statistics ofLong Chains･with Non-Ma_rkovlan王ミepu1-

sive =nteractions and the llaussian A.pT)rOXimation

(J.desCloizeauX)

c bv'iiXing ofElectromagneticWave,s ln I,egenerateSemic･,ondu-

cto_rswith Nonparabc,llCErtergy 王弓arid.S (班.El.LC｡odha,

P.K.rJubey,S.K.Lqharma and エコ.K.Raw)

c F,quatlOn forCorrelation Functions o王AnharmonlCCrystals

(in fLussian) (K.ParlirltSkl and_V.苔.PrieY,dzev)

〔東北大 ･工 ･応物,桂〕

c Asympもoticfミesults forSelf-AvoidingWalks on a Manhattan

Lattice (Michael′N.Barker)

o Crlもical王∋ehavlOr Of the Four-D土menSional 工S土ngFerronl-

agnet and 七he:Breakdown C,f Scallng (M.A.MC,ore)

o SurfaceEffects in One-Dimensional Classical Fluid.swith

Nearest-Neighbor =nteractions (ち.U.Felderhc'f)

〔東北大 ･工 ･応理,広地,守田〕

CCorrelations in 工sing Ferromagnets (J.Ginlbre)

o Ornstein-ZernikeRelation and Percus-YevICk Approxirrla-

tion for Fluid MiXtures (a.I.fiaxter)
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編集後記

c TheMagnetic 姐omenもDistribuもion in hTi-Pdノ Alloys

(J.W.Ca.ble and督.R'.child)

編 集 後 記

早いもので,1969年 ももう師走の後半｡戸外では冬とは思われない陽が

うららかに照っています｡学園はとても静かで,教室-は遅れた親日の履暫に

月末まで適 う学生諸君が出入 りしています C この様な状静の中では,今年の始

めから柏ついで起 った , ｢大学紛争｣の藷串件は全 く夢のようであった とさえ

云えそ うです C 一体,何故にあの私 なはげ しい,惜蕗にみちた対立が (時には,

｢ゲバJVト｣とい う形をとって)この様な一見 ｢平和な学園｣の中で くり返さ

れたかを,我々は再ひ船魔 してみる必要があるのではないでしょうか.今度の

｢紛争｣は大学的係者,教育者,研究者,に とって従来になかった ｢きびしい｣

もQ)で協 ?た板ですO 従来のようにダイレク 十に ｢政治｣に向わず,現在の自

分,及び自分のおかれている壊境に批判の目を向けて,そこか らの樽鮭 として

｢政治｣に向T3たか らでしょうo ｢学問･とは何か｣, ｢科学の理念は反体制的

なものとなり得るか｣, ｢大学とは現在においては管理 システムにすぎないの

か,｣ ････ ････-･.などの数多 くの,しかし根底には一つのものを持った閑静提起

が なされて来ましたOその様夜間静払起は必然的に,我耳物玲研究者に も大き

を影替智与え,それ凌受け とめた様夜形で,春 ･秋の学会における informa_i

meeting, 史には,本誌,四月号 ,十月号,の特集が生れ,物嘩学研穿者集

団内外の間匙をえ ぐり出し始めています.

しかし, ｢紛争｣で⊥体面が賢っ允のでしょうか.何が変革されたのでしょ

うか｡表面的な改革案は数多 く出てはいますが,本質的には何 卑変っていない

橡夜気がしますO別に,J変らなくて も,又,変えなくて もよいという意見もあ

ると思いますが, ｢紛争｣,初期における甲欝提起とエネ′レギーを我々は再考

してみる必賓があると思います｡そして又,再びおとずれた, ｢学園の平和｣
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編集後記

が従来の ｢平和｣とどう異 るかとい う事 も｡

69.12.25 .

で.S

物 性 研 究 .

第 15巻第4号

1970年 1月 2ロ日発行

発行人 松 田 博 嗣

京都請左京区北白川追 分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町通室町西入

TEL (京都) 441-1659

発行所 物性研療刊行会

京都市左 京区北 白川追 分町

京 都 大 学 湯 ･JH喜q念 .館 内
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購 読 規 定

個 人 購 読

1､会 費 当会 の会 費 は前 納 制 を とっ て い ます｡ した が っ て

3月末 まで に な るだ け (】年 間分 会 費 を御 支 払 い下 さいO

なお新 規 購 読 の場 合 は下 記 の会 費 以 外 に 入会 金 と して ､

100円 お支 払 い下 さい｡

※ J年 間 の 会 党

l stvolume 960円

2nd volume 960 円

計 一1,920円

(1年 分 ま とめ て お支 払 い が 困難 の 向 きはlvolulne分 ず

つ で も結 構 です｡)

2. 支 払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の上 御 納 入下

さ い｡

な お通 信欄 に送 金 内容 を必 ず 明言己して下 さい0

3. 雑 言志購 言売者 以 外 の代 理 人 が購 言売料 を送 金･され る場 合 ､必 ず請

言売者 本 人 の 名前 を明言己して下 さい｡

4. 誌 代 の支 払 遅 滞 の場 ノ合 :当会 の 原 則 として は ､正 当 な理 由 な

く 2Vol.以上 の話代 を滞 納 され た場 合 には ､送 本 を停 止 す る こ

とに な っ て い ます の で律口留 意 下 さい｡

5. - 括 送 本 を受 け る場 合 :個 人購 言売中 に大 学 等 で一 括 酉己布 を受

け る様 に な っ た場 合 は ､必 ず ｢個 人購 言売中止 ､一 括 配布 希 望 ｣

の通 知 を して下 さい｡ 逆 の場 合 も同様 で す̀｡

6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 送 本 先 が変 っ た場

合 は ､必 ず送 本 先変 更届 を提 出 して下 さ い｡

学校 ､研 究 所 等 弓艶聞 妨 害売

-1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 での購 言売及 び個 人 で あ っ て も公費払 い

の と きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 1Vol.1,800円 です

この場 合･､ 入会 金･は不 要 です｡ 学 校 ､石汗究 所 の会 費 の支 払 い は

後 払 い で も結 構 ですo Lか し購 言売申込 み を され る時 に支 払 い に

必要 な請 求 見積 ､納 品書 各何 通 必 要 なの か をお知 らせ下 さいO

なお ､ 当会 の請 求 書 類 で は支払 い が で きな い様 で した ら､貴校

貴研 究 機 関 の請 求 書 類 を送 付 して下 さい0

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行 途 上 に あ る volume の購 読 途 中

中 止 は認 め られ ませ ん｡ 購 言売中止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月前 ぐ

らい に中止 時 期 を明記 して ｢購 読 中止 届 ｣を送 付 して下 さ いo

ヽ
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